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待てば海路の日和かな 

日本はかつて右肩上がり成長を続けた 1960 ｰ 70 年代ジャパン・アズ・ナンバーワン（Japan as 

No.1）または陽が登る国（Raising sun）と言われた。 

1989 年 12 月 29 日ニッケイ平均が史上最高値 38,957 円を付けて日本経済はバブルの頂点

に達した。 

同年 12 月に就任した日銀総裁三重野康は 1990 年になると連続利上げで 8 月には 6%まで上

げた。 

短期、急激な利上げと金融引締め政策で 10 月になるとニッケイ平均は 2 万円を割る大暴落、

名実ともにバブル崩壊となった。 

なりふり構わぬバブル退治に徹した三重野は平成の鬼平と言われた。 

1990 年以降今日まで経済成長鈍化、賃金、物価、株価平行線で、日本経済 30 年死に体と言

われることになった。 

 

リーマンショック（2008年 8月）以来アメリカだけが金融緩和で経済再生、日本は 5年後の 2013

年黒田日銀の異次元金融緩和まで許されなかった。 

アメリカ経済が再生している時、日本から必要資金がアメリカへ集中。 

 

新型コロナ、ウクライナ戦争で世界中がインフレ加速に見舞われるとアメリカ（FRB）は 2022 年 3

月から連続利上げ、またもや日本の利上げは許されないから日本からアメリカへキャピタルフライトで

1,550兆円（10年分の日銀緩和資金総額）が流出。 

マネーは所有者が誰であれ、持っている者に自由裁量権がある。 

日本は世界一の対外債権国、国民は世界一の金融資産保有者。 

アメリカは世界一の対外債務国、国民の 5人に一人は現金預金ゼロ。 

日本は対米最大の債権国、国民は GDPの 4倍も金融資産を持つ世界の超金持ち。 

日本国の通貨である円の発行元日銀は FRBの日本支社、日本の財務省は米財務省の第 4課。 

日米安保によって終戦後の対日米占領軍が対日米駐留軍になり、今なお日本は米軍の占領下

にある。 

民主党内閣時、鳩山由紀夫首相が、アメリカの隷属から脱する為日米改革年次要望書（米財

務省の日本の財務省への要請書）を廃止したら直ぐマスコミのスキャンダルで失脚した。 

日米関係の真実を知れば、日本は対米隷属などという生易しい状況ではない。 

時事評論家 増田俊男 
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日本はアメリカのハワイに次ぐ第 52州である。 

自主外交、自主防衛、自主金融、自主財務、独立報道機関が一切存在しないのが日本の真実

である。 

 

私は「小冊子 Vol.134」で、「これから日本は良くなる」、「日経平均は 38,900 円になる」と詳しく

解説している。 

そればかりか、「アメリカのビンに詰め込まれ、蓋をされた日本」が解放されて自由になるとも述べ

ている。 

NATO（北大西洋条約機構：米欧 31か国集団安全保障機構）が日本に加盟を促してきた。 

日本が NATO に加盟すれば、日本の安全を保障していない日米安保に代わって本当の安全が

保障される。 

（NATO第 5条は加盟国に対する攻撃は加盟国総てに対する攻撃とみなす） 

日本がこのままアメリカの属国であるなら NATOは見向きもしない。 

これから日本が良くなることが分かっているから日本をNATOの一員にしようとしているのである。 

それは日本にとっても勿怪の幸いである。 

これから日本が良くなることを知りたければ「小冊子 Vol.134」。 

急速に変わる日本の真実を踏まえて、誰より先に大儲けをしたいなら、「インターネット目からウロ

コの増田塾」の塾生になって「本日の株式指南」で私のアドバイスを生かすことだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 

事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 

大好評発売中！増田俊男の小冊子 Vol.134 

『日本はこれから良くなる運命』～ニッケイ平均は史上最高値 38,900 円になる！～ 
現在増田俊男の小冊子 Vol.134 は大好評発売中です。内容は、＊敗戦以来アメリカのビンに
詰め込まれ蓋をされて来た日本 ＊中国は何故対日軍事威嚇を続けるのか ＊中国の為の米
中冷戦 ＊キッシンジャーが決めた米中基本関係 ＊東京がニューヨークに次ぐ国際金融市
場になる ＊おわりに 日本はこれから本当に良くなるです。価格は、１冊 4,800 円（税・送料
別）。詳しいご案内、お申込みについてはマスダ U.S. リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-
1313、HP：http://chokugen.com/ ）まで。 


